
令和８年８月３１日 

 

令和９年度の財政投融資計画要求書 

（機関名：株式会社日本政策金融公庫（農林水産業者向け業務）） 

 

１．令和９年度の財政投融資計画要求額

（単位：億円、％）

金額 伸率

(1)財政融資 5,060 6,824 △1,764 △ 25.8

(2)産業投資 － － － －

うち 出　資 － － － －

うち 融　資 － － － －

(3)政府保証 － － － －

うち 国内債 － － － －

うち 外　債 － － － －

うち 外貨借入金 － － － －

5,060 6,824 △1,764 △ 25.8

対前年度比

合　　　計

区　　分
令和９年度
要   求   額

令和８年度
計   画   額

  

２．財政投融資計画残高 

（単位：億円、％）

金額 伸率

(1)財政融資 33,126 31,595 1,531 4.8

(2)産業投資 1,211 1,211 － 0.0

うち 出　資 1,211 1,211 － 0.0

うち 融　資 － － － －

(3)政府保証 － － － －

うち 国内債 － － － －

うち 外　債 － － － －

うち 外貨借入金 － － － －

34,337 32,806 1,531 4.7

対前年度比

合　　　計

区　　分
令和９年度末
残高（見込）

令和８年度末
残高（見込）



３．事業計画及び資金計画 

事業計画 （単位：億円）

6,100 7,000 △900

(内訳)
6,100 7,000 △900

令和９年度
要   求   額

令和８年度
計   画   額

増　減

事業計画の合計額

貸付金

区　　分

 

資金計画 （単位：億円）

5,790 7,126 △1,336

5,060 6,824 △1,764

財政融資 5,060 6,824 △1,764

産業投資 － － －

政府保証 － － －

730 302 428

一般会計出資金 7 1 6

一般会計補給金 222 185 37

東日本大震災復興特別会計補給金 0 0 △0

財投機関債 － 200 △200

貸付回収金 4,350 4,450 △100

借入金等償還 △3,555 △4,031 477

その他 △294 △502 208

自己資金等

区　　分
令和９年度
要   求   額

令和８年度
計   画   額

増　減

事業計画実施に必要な資金の合計額

(財源)
財政投融資

 

  



財政投融資を要求するに当たっての基本的考え方 

 （機関名：株式会社日本政策金融公庫（農林水産業者向け業務）） 

 

＜政策的必要性＞ 

１．政策目的の実現に必要な範囲内で、金融・資本市場に関与するに際し、官民の適

切な役割分担がなされているか。 

 

農林漁業は、①自然条件や病害虫等の影響を受けやすい、②生産サイクルが長く、

経営規模のわりに大きな資本装備が必要なため投下資本の回収に長期を要する、③農

林漁業の特性を踏まえて経営内容を判断できる専門的知識が必要、④物的担保（農地

や漁船など）は市場流動性が低く担保評価額が低いという特性がある。 

民間金融機関は、上記のようなリスク評価の困難性や貸付原資が比較的短期の預貯

金であるといった資金調達構造等から、農林漁業向け長期融資に必ずしも十分に対応

できていない。このため、民間金融市場を補完する観点から株式会社日本政策金融公

庫（農林水産業者向け業務）（以下「公庫」という。）が資金を供給している。 

このように、公庫の長期融資は農林漁業の特性を踏まえた政策的な要請によるもの

であり、財政投融資による長期の資金調達に裏打ちされた長期融資は、例えば農業分

野においては「食料・農業・農村基本計画」で示されているとおり、効率的かつ安定

的な農業経営である担い手の育成・確保を図るとともに、担い手の育成・確保を推進

し、販売金額に占めるシェア拡大を図ることで、持続可能な農業構造の確立を目指す

ことを目標としており、農林漁業施策の展開に的確に対応していく上で、政策的にも

真に必要不可欠である。 

 

＜民業補完性＞ 

２．「民間にできることは民間に委ねる」という民業補完性を確保する観点から、対

象事業の重点化や効率化をどのように図っているか。 

 

民間金融機関の資金調達は比較的短期の預貯金であること、農地や漁船など、市場

流動性が低く担保評価額が低いものを物的担保とするのが多いこと等により、農林漁

業向け長期・大型の資金供給には十分に対応できず、短期の資金繰り資金に対応して

いるのが現状であることから、公庫は民間金融機関の対応が困難な長期資金を供給し

ており、民間金融機関との適切な役割分担のもとで支援を行っている。 

また、国の農林水産政策の展開に即応して新たに事業を創設する必要が生じた場合

には、既存の事業について、事業の目的を達成しているか、融資実績が著しく減少し

ていないか等、その必要性を厳しく検証した上で、廃止を含めた所要の見直しを行っ

ている。 

なお、「民間にできることは民間に委ねる」という民業補完性を確保する観点から、

株式会社日本政策金融公庫法（平成19年法律第57号）には、農林漁業者向け資金にお

いては「資本市場からの調達が困難なもの」、食品産業向け資金においては「中小企

業者に対するものであってその償還期限が10年を超えるもの」等が規定されている。 

  

＜有効性＞ 

３．財政投融資を活用して当該事業を行うことにより、自助努力の促進による事業の

効率的な実施や受益者負担の実現を通じて租税負担の抑制が図られているか。 

 



 

農林漁業は、①自然条件や病害虫等の影響を受けやすい、②生産サイクルが長く、

経営規模のわりに大きな資本装備が必要なため投下資本の回収に長期を要する、③農

林漁業の特性を踏まえて経営内容を判断できる専門的知識が必要、④物的担保（農地

や漁船など）は市場流動性が低く担保評価額が低いという特性がある。 

このような農林漁業の特性を踏まえると、例えば農業分野においては「食料・農業

・農村基本計画」で示されているとおり、効率的かつ安定的な農業経営である担い手

の育成・確保を図るとともに、担い手の育成・確保を推進し、販売金額に占めるシェ

ア拡大を図ることで、持続可能な農業構造の確立を目指すことを目標としており、農

林漁業施策の展開に的確に対応していくためには、金融・税制・補助金・規制など様

々な政策手段を組み合わせて支援していく必要がある。 

しかしながら、①税制の特例措置による租税負担軽減は、政策誘導のためのインセ

ンティブにはなるものの、設備投資に係る資金調達が可能となってはじめて効果が発

揮されるものであること、②補助金は、行政機関の指導による強力な政策誘導効果が

期待できる反面、財政負担が大きく、また、モデル的な施設に限定されるなど対象事

業が限定されること、③規制は、その緩和や廃止により産業活動の自由度の改善に資

するが、農林漁業者の経営改善等に直結するものではないことから、これらの政策手

段のみでは、政策効果は限定的なものにならざるを得ない。 

一方、政策金融は、後年度まで財政負担が及ぶものの、融資であることから財政負

担が小さく、また、事業者の自主的な判断を尊重した政策誘導が行われるため、農林

漁業者の創意工夫を活かし、経営発展を促すには優れた政策手法と言える。 

従って、農林漁業者の経営改善等を支援するための政策手段として、財政投融資を

活用した公庫の長期・低利の融資制度は有効であると考える。 

また、公庫は、財政融資資金を中心とした低利で安定的な資金調達により、農林漁

業の持続的かつ健全な発展及び食料の安定供給の確保に必要な長期・低利資金の融資

を行っている。 

本事業の成果、社会・経済的便益などの例示は以下のとおり。 

（１）認定農業者の経営改善を支援する農業経営基盤強化資金（スーパーＬ資金）

においては、認定農業者全体の14％、法人経営に限れば36％が利用しており、

地域農業の担い手の経営改善に大きく貢献。6年度の融資実績（4,677先、2,365

億円）では、年間の融資先の生産物の販売額増加見込が1,762億円、年間の融資

先の所得額増加見込が382億円と推計される。 

（２）林業融資においては、6年度末時点で林業融資残高がある融資先1,362先の保

有する人工林面積は124万haと見込まれ、表面浸食防止機能や水質浄化機能と

いった多面的・公益的機能の経済効果は3.5兆円と推計される。 

（３）漁業融資においては、6年度末時点で漁業融資残高がある融資先（漁船漁業

者）が6年度に生産した水産物は1,004千ｔ（生産額2,065億円）と、全国生産量

（海面漁業・漁獲量）の36％を占めると推計される。 

（４）食品産業融資においては、6年度の融資実績（225件、551億円）では、融資先

の国産農林水産物の取扱量は今後3～5年間で8.6万ｔ増加すると見込まれる。 

 

＜償還確実性又は収益性の確保＞ 

４．財政融資や政府保証による資金調達を予定している場合の償還確実性や、産業

投資による資金調達を予定している場合の収益性は確保されているか。 
 

融資に際しては、相談者の経営実績や事業に対する意欲、収支・償還計画の実現可

能性等について十分な審査を行い、必要な債権保全策を講じるとともに、融資後にお



いても融資先の業況を継続して把握し、償還確実性の確保に努めている。 

 
＜財投計画の運用状況等の反映＞ 

５．財投編成におけるＰＤＣＡサイクルを強化する観点から、財投計画の運用状況を

財政投融資の要求内容にどのように反映しているか。 

 

令和 7年度においては、当初貸付規模を 6,910 億円とし、この貸付規模に必要な財

源として財政融資資金 6,194 億円を確保した。 

結果として、令和 7年度貸付実績が 3,741 億円となったこと等から、財政融資資金

は 2,850 億円の執行となり、3,344 億円の運用残が生じた。しかし、将来にわたって

地域の農林漁業生産を担うべき農林漁業者が経営環境の変化に対応して行う、新たな

経営展開や持続可能な経営への転換に対して、その事業性を積極的に評価して円滑な

資金供給に努めるとともに、令和 6年能登半島地震や令和 7年 8月 6日からの大雨、

高水温等によるカキのへい死被害といった自然災害、物価高等の影響を受けた農林漁

業者への長期的な視点に立った支援などセーフティネット機能を発揮する等、政策金

融機関として、求められる役割を積極的に果たしたものと考えている。 

令和 9年度の貸付規模は、令和 7年度融資実績や最近の実需等を踏まえつつ、食料

安全保障の確保と農林漁業の持続可能な成長を推進し、引き続き意欲ある農林漁業者

の経営規模の拡大などの取組みを的確に支援するために必要な額として 6,100 億円

（前年度当初計画比△900 億円）を要求している。 

令和 9年度の財政投融資の規模については、貸付回収金等の自己資金を十分に精査

した結果を踏まえ、5,060 億円（前年度当初計画比△1,764 億円）の要求としている。 

 

（参考：過去３か年の財政投融資の運用残額） 

 ５年度 ６年度 ７年度 

運用残額 3,030 億円 4,235 億円 3,344 億円 

運用残率 39.7 ％ 56.2 ％ 54.0 ％ 

（注）「運用残率」は、改定後現額（改定後計画＋前年度繰越）に対する運用残額の割合。 

 

＜その他＞ 

６．上記以外の特記事項 

 

特になし。 

 

 

  



成長戦略等に盛り込まれた事項について 

 （機関名：株式会社日本政策金融公庫（農林水産業者向け業務）） 

 

「経済財政運営と改革の基本方針2026」、「日本成長戦略」、「地域未来戦略」に

盛り込まれた事項に関する要求内容 

 

農林水産業の構造転換による成長産業化、食料安全保障の強化や環境と調和のと

れた食料システムの確立に向け、「食料安全保障強化政策大綱」や「みどりの食料

システム戦略」、「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」等に基づき、農林水産

業の持続可能な成長や食料安全保障の強化を推進し、農林水産業を成長産業にする

ために必要な貸付規模を要求。 

・「経済財政運営と改革の基本方針2026」 

第2章 1．（1）「日本成長戦略」の推進 

第2章 1．（3）強い地域経済の構築 

・「日本成長戦略」 

Ⅱ.2.  (16)フードテック 

 

 

  



財政投融資の要求に伴う政策評価 

 （機関名：株式会社日本政策金融公庫（農林水産業者向け業務）） 

 

１．各府省庁の政策評価の結果 

 

株式会社日本政策金融公庫農林水産業者向け業務補給金に係る令和 8年度行政事業

レビューシートにおいては、「日本公庫は、本事業の交付を受けて、スーパーＬ資金

等の長期・低利な資金を円滑に融通することにより、融資先の売上増加が図られ、効

率的・安定的な農業経営の育成・確保に資している」と記載されている。 

また、令和 6年度実施施策に係る政策評価の事前分析表の非予算関連の政策手段（法

令・税制等）においては、「農林漁業者の経営改善を支援するため、長期かつ低利の

資金を融通、また、危機の際に指定金融機関からの融資が円滑に行われるよう措置す

ることにより、担い手の資金調達の円滑化に寄与する」と記載されている。 

令和 5年度政策評価結果については、「相当程度進展あり」と評価されている。 

 

（政策評価の評価時期について） 

○評価作業の効率化を図り、より踏み込んだ評価を行うため、毎年度評価を実施す

るのではなく評価時期を重点化し実施。 

○農林水産省では、実績を毎年把握するとともに、農業・林業・水産業の政策のま

とまりごとに、「食料・農業・農村基本計画」、「森林・林業基本計画」、「水

産基本計画」の策定年の前後を基本に実績評価を実施。 

○評価を実施しない年度は、実績値の把握（モニタリング）のみを実施。 

■各分野の評価時期 

分野 計画名 策定時期 評価時期 

農業 食料・農業・農村基本計画 令和 2 年 3月 令和 6 年 8月実施済（令和 5年度実績） 

令和 7 年 4月 未定 

林業 森林・林業基本計画 令和 3 年 6月 令和 7 年 7月実施済（令和 6年度実績） 

令和 8 年 6月 未定 

水産業 水産基本計画 令和 4 年 3月 令和 8 年 8月実施予定（令和 7年度実績） 

 

２．政策評価結果の要求への反映状況 

  

株式会社日本政策金融公庫農林水産業者向け業務補給金に係る令和 8年度行政事業

レビューシートにおいては、「事業内容の一部改善（融資金額（フロー）について、

目標値と実績値の乖離が大きいことから、取組の強化又は目標設定の見直しについて

検討）」と記載されている。 

令和 9年度においては、融資実績や最近の実需等を踏まえつつ、食料安全保障の強

化と農林漁業の持続可能な成長を推進し、引き続き意欲ある農林漁業者の経営規模の

拡大などの取組みを的確に支援するために必要な額を要求する。 

 

 

  



７ 年 度 決 算 に 対 す る 評 価 

 （機関名：株式会社日本政策金融公庫（農林水産業者向け業務）） 

 

１．決算についての総合的な評価 

 

（１）資金計画 

7 年度は、貸付額 3,741 億円（対当初計画比△3,169 億円）、資金交付額 3,791

億円（同△2,839 億円）となった。  

これに対し、財政融資資金の借入額は 2,850 億円（同△3,344 億円）、自己資金

等は 941 億円（同＋505 億円）となった。  

なお、貸付回収金は 4,725 億円（同＋115 億円）となり、このうち繰上償還分が

756 億円（同＋306 億円）であった。  

また、財投改革の趣旨等を踏まえ、財投機関債 100 億円（3 年限）を発行した。 

（２）損益等  

一般会計及び東日本大震災復興特別会計から補給金 417 億円（対予算比＋237 億

円）を受け入れ、当期純損失は 22 億円であった。補給金の額が予算より 237 億円

多かったのは、貸倒引当金繰入額が予定より多かったこと等によるものである。 

 

２．決算の状況 

 

（１）資産・負債・資本の状況 

○ 資産  

貸出金残高 34,065 億円（対前年度比△1,165 億円）、現金預け金 1,022 億円

（同△1 億円）、総資産は 35,162 億円（同△1,197 億円）。 

○ 負債  

借用金残高 28,607 億円（対前年度比△1,136 億円）、うち財政融資資金 28,584

億円（同△1,127 億円）、社債 1,650 億円（同＋0 億円）、負債合計は 30,594 億

円（同△1,148 億円）。 

○ 純資産  

資本金 4,579 億円（対前年度比＋1 億円）、利益剰余金△11 億円（同△50 億

円）で、純資産合計は 4,568 億円（同△50 億円）。 

 

（２）費用・収益の状況 

○ 費用  

資金調達費用（借用金利息等）202 億円（対予算比△138 億円、借用金利率の

低下等による減）、その他経常費用（貸倒引当金繰入額等）273 億円（同＋269 億

円）で、費用は 696 億円（同＋114 億円）。 

○ 収益  

資金運用収益（貸出金利息等）252 億円（対予算比△143 億円、平均利率が計画

を下回ったこと等による減）、政府補給金収入（一般会計より受入及び東日本大

震災復興特別会計より受入）417 億円（同＋237 億円）で、収益は 675 億円（同＋

93 億円）。 

 

 


